
２ 平成２３年度６月補正予算案の事業概要（政策課題別）

（注）基金を活用した事業については、事業名欄に下記の基金略称を記載している。

基金略称 基金名

［安心こども］････････ 安心こども基金

［医療再生］･･････････ 地域医療再生基金

［産業廃棄物］････････ 産業廃棄物減量化等推進基金
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Ⅰ 東日本大震災への対応１ 被災地の支援 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名医療救護班の派遣 避難所等において避難住民の診療を行う医師、看護 千円師、薬剤師等の医療救護班の派遣派 遣 体 制 ７人×１班 31,200 医 療 政 策 部派 遣 期 間 平成23年７月～10月 企 画 管 理 室主な活動場所 宮城県医療救護班（こころの 避難所等において避難住民のうつ病、重症の不安障ケアチーム）の派遣 害等の患者の早期発見・治療等のこころのケアを行う精神科医師、看護師、精神保健福祉士等の医療救護班の派遣 10,300 医 療 政 策 部派 遣 体 制 ４人×１班 保 健 予 防 課派 遣 期 間 平成23年７月～10月主な活動場所 宮城県保健師の派遣 避難所において避難住民の健康相談・健康管理、衛生対策等を行う保健師の派遣派 遣 体 制 ４人×１班 16,800 医 療 政 策 部派 遣 期 間 平成23年７月～10月 保 健 予 防 課主な活動場所 宮城県歯科衛生士の派遣 避難所において口腔清掃指導、現地歯科医療機関とのコーディネート等を行う歯科衛生士の派遣派 遣 体 制 １人×１班 2,370 健 康 福 祉 部派 遣 期 間 平成23年７月～10月 健康づくり推進課主な活動場所 宮城県災害ボランティアの派遣 夏休みの学生等を中心とした災害ボランティアを被災地に派遣するための輸送手段（バス）の確保等派遣期間等 平成23年７月～９月 27,800 く ら し 創 造 部（15回、６泊７日／回） 協 働 推 進 課支 援 内 容 泥の掃きだし等の清掃、仮設住宅への引っ越し支援等警察官の派遣 被災地において被災者の捜索、交通規制、警ら警戒活動等を行う警察官の派遣派 遣 体 制 警備部隊、交通部隊、地域部隊 19,825 警 察 本 部派 遣 期 間 平成23年７月～10月 会 計 課主な活動場所 岩手県、宮城県、福島県県職員の派遣 災害救助法に関する業務（応急仮設住宅への入居事務等）の支援を行う事務職員の派遣派遣体制 ２人×１班 923 知 事 公 室派遣期間 平成23年７月～８月 防 災 統 括 室派 遣 先 宮城県災害復旧申請に必要となる被災農地、農業用施設の調査及び設計書作成の支援を行う技術職員の派遣 5,900 農 林 部派遣体制 ３人×１班（予定） 農 村 振 興 課派遣期間 平成23年７月～10月災害復旧申請に必要となる被災道路、河川等公共土木施設の調査及び設計書作成の支援を行う技術職員の派遣 25,900 土 木 部派遣体制 ３人×５班（予定） 砂 防 課派遣期間 平成23年７月～10月
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Ⅰ 東日本大震災への対応 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名県職員の派遣 災害復旧申請に必要となる被災下水道施設の調査及 千円（つづき） び設計書作成、工事施工に伴う現場監督業務の支援を行う技術職員の派遣 11,600 まちづくり推進局派遣体制 ３人×１班（予定） 下 水 道 課派遣期間 平成23年７月～10月仮設住宅建設や災害公営住宅建設の支援を行う技術職員の派遣 3,200 まちづくり推進局派遣体制 １人×１班 建 築 課派遣期間 平成23年７月～10月
２ 被災企業への支援 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名被災企業事業継続支援 奈良県内の貸工場を利用し、操業継続やリスク分散 千円事業 のため、工場の移転又は増設を行う被災企業に対す 30,000 産業・雇用振興部る助成 債務負担行為 企業立地推進課補 助 対 象 貸工場賃料及び機器リース料 15,000補 助 率 10/10（１年目）、1/2（２年目）補助対象上限額 2,000万円／件（年額）
３ その他 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名災害見舞金 「平城遷都1300年祭」及び「全国都市緑化ならフェ 千円ア」の決算剰余金を、災害見舞金として被災県に贈呈贈呈先 岩手県、宮城県、福島県 327,600 知 事 公 室贈呈額 各109,200千円 防 災 統 括 室内 訳 平城遷都1300年祭 308,250千円全国都市緑化ならフェア 19,350千円災害救助基金積立金 被災地へ搬送した支援物資相当分を補てんするための基金積立 48,094 知 事 公 室毛布16,857枚、フリーズドライ60,430食相当分 防 災 統 括 室
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Ⅱ 県政課題への対応１ 地域産業の支援・創出［経済活性化］（１）意欲のある企業・起業家への重点支援 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名経営品質向上支援事業 県内中小企業の経営力のレベルアップに向けたセミ 千円ナー形式によるマネジメント強化プログラムの実施時 期 等 平成23年８月～11月（８回） 1,000 産業・雇用振興部場 所 なら産業活性化プラザ 工 業 振 興 課実施主体 （財）奈良県中小企業支援センター循環型社会形成に向け 循環型社会の形成に向けた強度や外気との遮断性がた高機能プラスチックの 高くリサイクル可能なプラスチック技術の開発 23,365 産業・雇用振興部開発 工 業 振 興 課［産業廃棄物］板材のインクリメンタ 金型を用いずに板金を成形する技術（インクリメンルフォーミングに関する タルフォーミング）による高精度な加工の実用化に 39,100 産業・雇用振興部研究 向けた研究の実施 工 業 振 興 課医薬品製造業活性化事 薬事研究センターに整備している医薬品製造過程に業 おける原材料確認試験用機器（赤外分光光度計）の 7,200 医 療 政 策 部更新 薬 務 課販路開拓支援事業 県内中小企業の商品、技術等についてビジネスマッチングを行うため、大都市圏での展示会への出展を支援 5,349 産業・雇用振興部時 期 等 平成23年10月（関西機械要素技術展） 工 業 振 興 課平成24年２月（東京ギフトショー）実施主体 （財）奈良県中小企業支援センター（２）企業誘致の推進 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名工業団地等定着促進事 県内企業間取引の拡大や県内就業率の向上のため、 千円業 工業団地間及び大学や商業団体との連携を深める意 1,000 産業・雇用振興部見交換会等の実施 企業立地推進課開催回数 10回２ 観光の振興［経済活性化］（１）周遊型観光地としての魅力の向上 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名わかりやすい道案内の整 快適な奈良観光を楽しんでいただくため、わかりや 千円備 すさを重視した道路案内や標識の整備 38,500 土 木 部国道166号、国道169号、枚方大和郡山線、 道路・交通環境課大和高田斑鳩線
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Ⅱ 県政課題への対応（２）奥深い奈良の魅力を効果的に発信 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名中南和観光情報発信事業 様々なツールにより、中南和地域の魅力を効果的に 千円発信旅行雑誌「じゃらん」への観光情報（ＡＲマーカー等）の掲載等 14,500 地 域 振 興 部ブログ等を活用した地域産品のＰＲ 南 部 振 興 課中国人向け旅行フリーマガジンへの観光情報の掲載等
３ 雇用対策の推進［経済活性化］女性の就労支援、仕事と生活の調和の推進 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名キャリアアップセミナ 女性のキャリアアップを図るため、県内事業所の女 千円ー事業 性社員及び県・市町村の女性職員を対象とした合同［安心こども］ セミナーの実施 3,000 こども・女性局時期等 平成23年９月～11月（４回） 女 性 支 援 課対 象 40人
４ 農林業の振興［経済活性化］（１）マーケティング・コスト戦略に基づいた農産物の振興 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名チャレンジ品目支援事業 サクランボの生産を拡大するための新植に対する 千円助成 600 農 林 部実 施 主 体 奈良県果樹研究会サクランボ部会 農業水産振興課補助限度額 100千円／５ａ
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Ⅱ 県政課題への対応（２）意欲ある担い手への支援 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名担い手育成緊急支援事 法人化等により高度な経営を目指す認定農業者や集 千円業 落営農組織を対象とした経営レベルの向上に必要な支援の実施経営能力向上講習会の開催簿記講習会 ３回 税制講習会 １回 ほか 3,400 農 林 部経営の多角化・複合化のための取組に対する助成 地 域 農 政 課補助率等 県1/2（限度額 200千円）集落営農塾等の開催集落営農組織の法人化に要する経費に対して助成補助率等 国10/10（限度額 400千円）
（３）県産材の利用促進 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名県産材流通拡大推進事 内装材等への用途拡大や海外市場への展開により、 千円業 県産材の流通拡大を推進用途拡大に関する研究会の開催 ４回国内消費地での需要把握のための情報収集の実施 1,000 農 林 部実施場所等 東京 （平成23年９月） 林 業 振 興 課名古屋（平成23年12月）海外市場への輸出に関する研究会の開催 ４回
（４）農林関係公共事業の推進45,330千円（補助公共事業）○22 7,207百万円→○23当初6,095百万円→○23補正後6,141百万円(14.8％減) 〔災害関連事業費を除く〕補助公共事業 ○22 4,151百万円→○23当初3,461百万円→○23補正後3,507百万円(15.5％減)単独公共事業 ○22 553百万円→○23当初 505百万円→○23補正後 505百万円( 8.7％減)直轄事業負担金 ○22 2,503百万円→○23当初2,129百万円→○23補正後2,129百万円(14.9％減) 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名土地改良事業 県営事業 千円基幹水利施設ストックマネジメント事業 30,930 農 林 部倉橋地区 農 村 振 興 課農地防災事業 県営ため池整備事業 14,400 農 林 部白土下池（大和郡山市） 農 村 振 興 課
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Ⅱ 県政課題への対応５ 健康づくりの推進［くらしの向上］県民スポーツの振興 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名「まってろ！花園」開 県内高校ラグビーチームの競技力向上とラグビーの 千円催事業 普及・振興を図るため、県外強豪校チームとの強化交流試合等を開催 3,115 く ら し 創 造 部新チームによる強化交流試合、合同練習会 スポーツ振興課開催時期 平成23年12月20日～28日（予定）会 場 橿原公苑陸上競技場 ほか６ 医療の充実［くらしの向上］（１）高度医療の確保・充実 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名県立奈良病院建替整備事 北和地域の医療を支える高度医療拠点病院として、 千円業 県立奈良病院の奈良市六条山地区（石木町、七条西 217,600 医 療 政 策 部［医療再生］ 町）への移転整備を推進 債務負担行為 新奈良病院建設室建築・造成工事基本設計、地質調査、測量、用地 103,000補償調査、医療を中心としたまちづくりの検討等○28中に新病院開院（予定）奈良県立医科大学及び県 文化施設等整備基金を廃止し、県立医科大学及び県立病院施設整備基金積立 立病院の施設整備の財源として積立て 16,546,795 医 療 政 策 部金 医 療 管 理 課（２）救急医療体制等の構築 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名救急医療情報システム 救急搬送ルールに対応するための救急医療情報シス 千円改良事業 テムの改良 3,600 医 療 政 策 部［一部医療再生］ 平成24年３月運用開始 地域医療連携課災害派遣医療チーム 災害発生時の急性期に可及的早期に救出・救助部門（ＤＭＡＴ）整備事業 と合同して救命活動を行う災害派遣医療チームの装備等の整備 44,000 医 療 政 策 部県立医科大学附属病院 ３チーム 地域医療連携課県立奈良病院 １チーム医療施設等防災対策検 医療施設等防災対策調査事業討事業 県内の医療機関における今後の防災対策を検討するため、現状について調査 1,667 医 療 政 策 部保健所災害対策研修事業 企 画 管 理 室今後の災害発生時における保健所の対応を向上させるための研修の実施
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Ⅱ 県政課題への対応７ 福祉の充実［くらしの向上］障害者支援の充実 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名県立障害福祉施設のあ 県立障害福祉施設（登美学園、筒井寮）の機能や運 千円り方に関する検討事業 営方法等について検討 3,300 健 康 福 祉 部障 害 福 祉 課１施設１品づくり促進 授産施設等に専門家チームを派遣し、１施設１品の事業 特色ある商品開発を実施対象 ５施設 7,223 健 康 福 祉 部障害者働きがい支援事業所に対し、経営改善等のた 障 害 福 祉 課めのコンサルティングを実施８ 学びの支援［くらしの向上］（１）家庭・地域・学校の協働による教育の充実 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名奈良県地域教育力サミ 現在教育が抱える諸課題について議論し、本県にお 千円ット開催事業 ける教育のグランドデザインを検討するためのサミットの開催 800 教 育 委 員 会時 期 平成23年10月末（予定） 企 画 管 理 室参加者 知事並びに市町村、経済界、保護者及び公私の教育関係者の代表（２）ライフステージに応じた学びの支援 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名「（仮称）遺物が語る 平成23年秋に中国（陝西省）で開催する「（仮称） 千円奈良の歴史展」開催事業 日本考古展」に出品した考古資料の里帰り展の開催 7,500 教 育 委 員 会時期 平成24年２月４日～３月20日 文 化 財 保 存 課場所 県立美術館９ 安全・安心の確保［くらしの向上］（１）災害に強い地域づくり（水害等） 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名浸水常襲地域等における 浸水常襲地域における減災対策河川の整備を推進す 千円減災対策の推進 るとともに、都市部の河川狭窄箇所の解消等による 1,523,810 土 木 部治水安全度の向上 債務負担行為 河 川 課紀ノ川、飛鳥川（上流）外26河川 1,140,000道路防災対策の推進 「なら安心みちネットプラン」に基づく崩落の発生 230,350 土 木 部や兆候のある箇所の防災対策の実施 債務負担行為 道 路 管 理 課入野河原屋線、高野辻堂線 30,000
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Ⅱ 県政課題への対応（２）交通事故抑止対策の推進 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名事故危険箇所対策の推進 「奈良県みんなでつくる交通安全対策プラン」に基 千円づき、事故危険箇所の対策を図るため、交差点改良 315,832 土 木 部や路面標示、標識等の設置 債務負担行為 道路・交通環境課国道165号、桜井田原本王寺線外10路線 60,000 道 路 建 設 課安全・安心で快適な歩行 歩行空間が確保されていない通学路やバリアフリー空間の確保 基本構想における生活関連経路、周遊観光を促進す 255,200 土 木 部るための経路における歩道等の整備 道路・交通環境課木津横田線、天理環状線外14路線
１０ 景観・環境の保全、くらしやすいまちづくり［くらしの向上］（１）美しく風格のあるまちなみ景観の保全・創造 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名無電柱化の推進 主要な観光拠点へのゲートウェイとなる区間や市街 千円地における幹線道路での無電柱化の推進による、良 278,462 土 木 部好な沿道景観の形成 債務負担行為 道路・交通環境課奈良生駒線、奈良名張線、大和八木停車場線、 130,000橿原神宮東口停車場飛鳥線
（２）地域性を活かした住み良いまちづくりの推進 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名地域を元気にする一市一 大和高田中心市街地における地域の賑わいを創出す 千円まちづくりの推進 るため、コミュニティバスの運行改善やレンタサイ 9,000 まちづくり推進局クルにより、まちなかの周遊を促進 地域デザイン推進課水辺の遊歩道整備の推進 治水安全度の向上を図りながら親水性に配慮した護岸や歩道整備を行い、遊歩道の周遊ネットワークを 26,170 土 木 部形成 河 川 課葛下川、満願寺川
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Ⅱ 県政課題への対応［効率的・効果的な基盤整備］土木関係公共事業5,475,699千円（補助公共事業）○22 44,152百万円→○23当初32,487百万円→○23補正後37,962百万円(14.0％減)補助公共事業 ○22 32,719百万円→○23当初21,828百万円→○23補正後27,303百万円(16.6％減)単独公共事業 ○22 3,752百万円→○23当初 3,849百万円→○23補正後 3,849百万円( 2.6％増)直轄事業負担金 ○22 7,681百万円→○23当初 6,810百万円→○23補正後 6,810百万円(11.3％減)（１）道路公共事業（一部再掲） 担 当 部 局事 業 区 分 補 助 事 業 単 独 事 業 合 計 ・課 室 名千円 千円 千円 土 木 部道 路 改 良 2,663,785 － 2,663,785 道 路 建 設 課道 路 管 理 課土 木 部災 害 防 除 230,350 － 230,350 道 路 管 理 課土 木 部交 通 安 全 施 設 整 備 540,282 － 540,282 道路･交通環境課土 木 部電 線 共 同 溝 整 備 278,462 － 278,462 道路･交通環境課土 木 部沿 道 環 境 改 善 18,840 － 18,840 道 路 管 理 課計 3,731,719 － 3,731,719債務負担行為323,000〔摘要〕「奈良の今後５カ年（平成21年度～平成25年度）の道づくり重点戦略」の推進施策１ 奈良県の活力を牽引する幹線道路ネットワークの形成・重要な幹線道路ネットワークの整備重点整備宣言箇所国道168号（小平尾バイパス、王寺道路、香芝王寺道路、川津道路）、国道309号（丹生バイパス）、国道369号（高井拡幅）、椿井王寺線、橿原新庄線施策２ 地域の活性化を促進する道路整備の推進・明日香村整備計画に基づく道路整備の推進施策３ 便利で快適な生活を支える道路サービスの提供・「奈良県みんなでつくる渋滞解消プラン」に基づく事業の推進渋滞が著しい箇所において、速効対策や地元協力が得られた箇所における抜本対策を実施施策４ 安全で安心な暮らしを提供する道路サービスの提供・「奈良県みんなでつくる交通安全対策プラン」に基づく事業の推進事故危険箇所において、用地買収を伴わない速効対策（路面標示や標識等）や地元協力が得られた箇所の抜本的な対策を実施・安全・安心なまちづくりや地域づくりを支援する道路整備の推進生活幹線道路のミッシングリンク・幹線道路の容量不足により生じている道路の課題の解消など、事業の必要性や効果、地元の調整状況を踏まえ、緊急性の高い箇所の対策を実施五條吉野線（下市町）施策５ 快適に"なら"を楽しめる質の高い道路サービスの提供・無電柱化の推進主要な観光拠点へのゲートウェイとなる区間や市街地における幹線道路等の無電柱化を重点整備
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Ⅱ 県政課題への対応（２）街路公共事業（一部再掲） 担 当 部 局事 業 区 分 補 助 事 業 単 独 事 業 合 計 ・課 室 名千円 千円 千円街 路 改 良 194,000 － 194,000 まちづくり推進局地域デザイン推進課〔摘要〕「奈良の今後５カ年（平成21年度～平成25年度）の道づくり重点戦略」の推進施策１ 奈良県の活力を牽引する幹線道路ネットワークの形成・重要な幹線道路ネットワークの整備重点整備宣言箇所大森高畑線外１線施策３ 便利で快適な生活を支える道路サービスの提供・バス等公共交通機関の利便性向上のための取組の推進交通結節点における乗り継ぎの利便性の円滑化や既存の路線バス等公共交通機関の利便性向上のための整備を実施（３）河川公共事業（一部再掲） 担 当 部 局事 業 区 分 補 助 事 業 単 独 事 業 合 計 ・課 室 名千円 千円 千円河 川 改 良 1,549,980 － 1,549,980 土 木 部債務負担行為 河 川 課1,140,000〔摘要〕浸水対策「浸水常襲地域における減災対策緊急プログラム」の推進・浸水常襲地域の減災対策河川のうち、特に過去の床上浸水被害戸数が多い箇所、都市下水など他事業との連携箇所を優先して整備・上記以外の浸水常襲地域の減災対策河川を重点整備・市街地部の河川で断面が狭小で流下能力が不足している箇所について計画的に改修［協働の推進及び市町村の支援］（１）ＮＰＯ等との協働の推進 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名協働推進セミナー開催 協働推進セミナーの開催 千円事業 講演及び交流・情報交換の機会の確保開催場所 奈良市、橿原市（予定）開催時期 ７月（予定） 1,230 く ら し 創 造 部協働推進ワークショップの開催 協 働 推 進 課地域の課題解決のための新たな事業を模索する場をモデル的に設定開催時期 ８月（予定）
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Ⅱ 県政課題への対応（２）市町村の支援 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名「奈良モデル」推進補 市町村等が新たに取り組む広域連携（水平補完）に 千円助金 対する助成補助率等 100,000 地 域 振 興 部施設等整備事業 1/2以内（限度額 40,000千円） 市 町 村 振 興 課ソフト事業 3/4以内（限度額 20,000千円）
［組織力の向上と財政の健全化］組織力の向上 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名新たな段階の行政経営 県の行政経営が新たな段階に入ったことを踏まえ、 千円を考える有識者懇談会の その時々に応じた様々な課題について、知事と有識 1,300 知 事 公 室開催 者（３名）が意見交換をする懇談会の開催 行 政 経 営 課回数 ３回
［中南和・東部地域の振興］（１）地域産業の振興と安定した就労の場の確保 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名医薬品製造業活性化事 薬事研究センターに整備している医薬品製造過程に 千円業 （再掲） おける原材料確認試験用機器（赤外分光光度計）の 7,200 医 療 政 策 部更新 薬 務 課県産材流通拡大推進事 内装材等への用途拡大や海外市場への展開により、業 （再掲） 県産材の流通拡大を推進用途拡大に関する研究会の開催 ４回国内消費地での需要把握のための情報収集の実施 1,000 農 林 部実施場所等 東京 （平成23年９月） 林 業 振 興 課名古屋（平成23年12月）海外市場への輸出に関する研究会の開催 ４回
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Ⅱ 県政課題への対応（２）安全・安心で快適な生活環境の整備 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名中南和・東部地域の幹線 「奈良の今後５カ年の道づくり重点戦略」に基づく 千円道路ネットワークの形成 供用目標宣言路線及び重点整備宣言箇所の整備推進 227,724 土 木 部（再掲） 国道168号川津道路、国道309号丹生バイパス、 道 路 建 設 課国道369号高井拡幅、橿原新庄線道路防災対策の推進 「なら安心みちネットプラン」に基づく崩落の発生 230,350 土 木 部（再掲） や兆候のある箇所の防災対策の実施 債務負担行為 道 路 管 理 課入野河原屋線、高野辻堂線 30,000（３）地域資源を活用した観光・交流・定住の促進 担 当 部 局事 業 名 事 業 内 容 金 額 ・課 室 名中南和観光情報発信事業 様々なツールにより、中南和地域の魅力を効果的に 千円（再掲） 発信旅行雑誌「じゃらん」への観光情報（ＡＲマーカー等）の掲載等 14,500 地 域 振 興 部ブログ等を活用した地域産品のＰＲ 南 部 振 興 課中国人向け旅行フリーマガジンへの観光情報の掲載等


